
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 「未来を拓く人づくり（小中一貫教育）プロジェクト」研究事業の展開
２ 児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導の推進
３ 進路指導・キャリア教育の推進

４ 異校種間連携の推進
５ 特別支援教育の推進

１ 道徳教育の充実
２ 生徒指導の充実
３ いじめ・不登校対策の充実

４ 体力の向上と学校体育活動の推進
５ 食育の推進と学校給食の充実
６ 人権を尊重した教育の推進

１ 教育環境の整備・充実
２ 教職員の資質の向上
３ 安全・安心な学校づくりの推進

１ 生涯学習推進体制の整備・充実

２ 学習機会の提供と学習活動の支援

３ 人材の育成と学習成果の地域還元

４ 地域ぐるみでの青少年育成活動の推進

５ 人権教育の推進

１ 家庭教育支援体制の充実
２ 放課後の児童への学習支援
３ 地域学校協働活動の推進・充実

１ 生涯スポーツの普及促進
２ スポーツ団体・人材の育成と活用
３ 体育施設の整備と利用促進

１ 文化財の保存及び活用の推進

２ 歴史民俗資料館による学習機会の提供と学習活動の支援

３ 郷土を理解する教育の推進

４ 鎌倉街道上道及び周辺文化財群の保存活用

令和6年度 毛呂山町教育行政重点施策

基本目標Ⅰ 確かな学力の定着と自立する力の育成

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

基本目標Ⅵ

基本目標Ⅶ

基本目標Ⅴ

基本目標Ⅳ

質の高い学校教育を推進するための環境の充実

豊かな心と健やかな体の育成

家庭・地域の教育力の向上

歴史・文化の継承と郷土を愛する心の育成

生涯スポーツの振興

生涯を通した多様な学習活動の振興
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各中学校区、校長のリーダーシップのもと、小・中学校教職員が一体となり、コミュニティ・

スクールを基盤とした小中一貫教育を推進します。 

学習指導要領の趣旨に則り、応用力や発展的な学力を含めた「確かな学力」の育成を目指す教

育を推進します。 

（予算１６，３４０千円） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の理解度に合わせた授業を実施し、きめ細かな指導の充実を図ります。 

                               （予算３１，４１２千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒が地域社会での職業体験や勤労体験、また、学習活動や諸活動へ積極的に関わり、自

分自身の力で進路選択ができるように指導・支援します。 

（予算１８千円） 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 確確かかなな学学力力のの定定着着とと自自立立すするる力力のの育育成成  

未来を拓く人づくり（小中一貫教育）プロジェクトのもと、基本理念を「地域をつなぎ、『いのち』

輝く日本一の学校をめざして」として、コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育を推進し、

夢をもち世界にはばたく毛呂山の子どもを育成します。 

基礎的・応用的な学力、豊かな人間性、心身ともに健康な体を育成し、自立する力を培う教育を推進

します。 

 

３ 進路指導・キャリア教育の推進   

２ 児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導の推進  

 １ 「未来を拓く人づくり（小中一貫教育）プロジェクト」研究事業の展開  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「未来を拓く人づくり（小中一貫教育）プロジェクト」研究事業の実施(小中一貫教育の研究・

教育課程の研究・授業研究会の開催) 

◆学力向上対策委員会の開催と特色ある学校教育の実現に向けての研究 

◆全国学力・学習状況調査、埼玉県学力・学習状況調査等の実施と結果の分析・活用 

◆外国語教育・環境教育・国際理解教育・ボランティア・福祉教育の充実 

◆中学生学力アップ教室の開催  

◆中学生海外留学事業（準備） 

◆小学生国内交流事業 

◆家庭学習の充実（やる気アップデー・ＰＴＡとの連携） 

◆特別活動の推進 

◆小中学生英語検定受験料補助事業 

                          （担当：学校教育課・教育センター） 

◆中学校社会体験チャレンジ事業の実施  

◆小・中学校の９年間を見通した進路指導・キャリア教育の指導計画の整備・見直し 

                                   （担当：学校教育課） 

◆学力向上支援員・小学校理科支援員の配置 

◆学校支援員の配置 

◆教員業務支援員の配置 

◆教員向け ICT 研修の実施 

                    （担当：学校教育課） 
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４ 異校種間連携の推進   
 

 

   小中一貫教育を推進し、中１ギャップ等の学校課題に対応するとともに、幼稚園・保育園・

認定こども園等との連携により、小１プロブレムの解消を目指します。 

幼稚園・保育園・認定こども園等と小学校と中学校の連携を推進し、なめらかな接続を目指

します。 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

一人一人の教育的ニーズに応じた教育を推進します。        

（予算４５３千円） 

５ 特別支援教育の推進   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆幼保小中連絡協議会の開催（全３回） 

◆小・中連絡協議会の開催（各中学校区 年３回） 

                          （担当：学校教育課・教育センター） 

◆就学相談の開催と就学支援委員会の実施 

◆個別検査の実施 

◆福祉施設や特別支援学校との連携 

◆教職員の資質向上のための研修会の実施 

◆就学奨励費支給事業の推進 

                         （担当：学校教育課・教育センター） 
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「いのちの教育」を推進するために、話合い活動や体験活動を重視した道徳の授業を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校・家庭・地域・関係機関の連携を深め、児童生徒一人一人の気持ちに寄り添った指導で、

児童生徒へのサポート体制を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ 豊豊かかなな心心とと健健ややかかなな体体のの育育成成  

児童生徒が心身ともに健全に育つことができるよう、道徳教育の充実を図ります。また、コミュニティ・

スクールの機能を生かし、家庭・地域と連携し、児童生徒一人一人の気持ちに寄り添った指導を行い、い

じめ・不登校対策の充実を図ります。 

 

１ 道徳教育の充実   

２ 生徒指導の充実   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「いのちの教育」の充実（道徳教育の充実、医療・福祉・防災等との連携） 

◆体験活動の充実（社会奉仕・福祉体験活動・職場体験・自然体験学習・防災訓練） 

◆読書活動の推進（町立図書館との連携）  

◆埼玉医科大学学生との交流授業の実施               （担当：学校教育課） 

◆いじめ・非行防止学校支援推進事業における学区域の関係機関との連携 

◆スクールソーシャルワーカー（教育センター）の配置及び各校への派遣 

◆非行防止教室・薬物乱用防止教室の実施（各学校１回以上実施予定） 

◆専任相談員による電話・来所相談 

◆スクールカウンセラーの各学校への派遣 

◆生徒指導主任研修会の実施              （担当：学校教育課・教育センター） 
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小・中学校の情報連携に必要な組織づくり等の研究のため、小中一貫教育を実施します。「い

じめ防止対策推進法」や、町の「いじめ防止基本方針」に基づいた、定期的なアンケート調査

や個人面談を実施し、いじめ防止、早期発見、早期対応のための体制を堅持します。 

（予算１０，９６０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育活動全体を通して、児童生徒の体力の向上に取り組みます。 

（予算１５０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

                       

４ 体力の向上と学校体育活動の推進  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ いじめ・不登校対策の充実   

◆いじめ問題対策連絡協議会の開催（年２回） 

◆いじめ防止対策推進委員会の開催（年１回） 

◆「いじめ防止基本方針」に基づいた「重大事態」の発生に伴う対応マニュアルの周知徹底 

◆不登校対策委員会の開催及び、事例研修会の実施 

◆スクールカウンセラー(各小・中学校)の派遣、不登校対策相談員(各中学校)、専任相談員(教育

センター)の配置による教育相談体制の充実 

◆専任相談員による児童生徒・保護者の来所相談、電話相談の実施 

◆教育支援センターの設置と指導員の配置 

◆小学校校内支援センターの設置          

◆要保護児童対策地域連絡協議会への参加等による関係機関との連携 

◆登校が難しい児童生徒に対して、リモートによる学習機会を提供  

                         （担当：学校教育課・教育センター） 

◆体力向上推進委員会の開催と体育授業研究会の充実（年４回） 

◆部活動外部指導員の配置による生徒の技術及び体力の向上（中学校） 

（担当：学校教育課） 
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知・徳・体の基盤となる食育を推進するために、学校給食を活用した食育を実施するととも

に、安全・安心な学校給食を実施します。また子どもの健康増進・食育の推進を図るため、小

中学校における健康・食育指導を実施します。 

（予算７８，１７１千円） 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

様々な人権問題についての理解と課題解決を学校の教育活動の重要なテーマとして位置づ

け、教育活動を推進します。 

（予算４５千円） 

     

 

 

 

 

 

 

５ 食育の推進と学校給食の充実   

６ 人権を尊重した教育の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調理・配送業務民間委託の導入 

◆栄養教諭による食に関する指導の実施 

◆地場産物を活用した特色ある献立の導入 

◆安全・安心な給食を提供するための衛生管理・食材の安全確保の徹底 

◆学校給食調理施設の維持・管理 

◆朝ごはん体験教室の実施 

◆食物アレルギー対策の充実 

◆子どもの食育・健康教育の推進（早寝、早起き、朝ごはん） 

（担当：学校教育課・学校給食センター） 

◆教職員対象人権教育講演会の実施（年１回） 

◆人権教育指導者研修会の実施（年１回） 

◆人権感覚育成プログラムを活用した授業研究会による人権教育指導方法の工夫改善 

◆各学校での人権教育の推進に向けた様々な取組の実施 

（担当：学校教育課・教育センター） 
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   児童生徒が安全で安心して過ごせるよう校舎等の学校施設を計画的に改修し、快適な学習環 

境づくりを進めます。 

                                 （予算額４０４，６５３千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 適切な研修や専門研修などを行い、教職員の資質・能力を向上させるとともに、「目指す学校像」

を基に一貫した学校運営を行います。 

（予算２，９２９千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の安全と安心を確保するため学校安全計画を整備し、適切に実施するとともに、学 

  校・家庭・地域が連携し、児童生徒が自ら危機対応能力の基礎を身につけることができる教育 

  を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 質質のの高高いい学学校校教教育育をを推推進進すするるたためめのの環環境境のの充充実実  

安全・安心で快適な教育環境を確保するための施設及び設備の維持改修と小中一貫教育を推進するた

めの施設・環境整備を進めてまいります。 

教職員の資質・能力の向上を図り、優れた指導力と使命感を兼ね備えた教職員を育成するため、教職

員の経験年数や年齢等に応じた研修を行い学校の教育力を高めます。 

１ 教育環境の整備・充実   

２ 教職員の資質の向上    

３ 安全・安心な学校づくりの推進    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

         

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆小・中学校体育館空調設備設置等工事 

◆施設修繕 

（担当：教育総務課） 

 

◆学習指導要領に対応した各教科・領域別授業研究会の開催 

◆初任者、２・３年経験者、若手・中堅教員、臨時的任用教員対象の授業研究会の開催 

◆会計年度任用職員対象の研修会等の開催 

◆人事評価制度を活かした、全教職員の学校運営への参画の推進 

                          （担当：学校教育課・教育センター） 

 

 

◆危機管理マニュアルの周知と避難訓練（地域合同避難訓練等）及び西入間警察署と連携した交

通安全教室の実施と充実 

◆防犯ボランティア団体及び地域と連携した登下校時の安全指導（小中合同一斉下校等）の推進 

（担当：学校教育課） 
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地域住民による学校支援活動を積極的に推進し、教育力の向上を図るとともに、学校・家庭・ 

地域の絆を深めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の児童の安全・安心な居場所づくりと学習支援のため、放課後学習教室を開設します。 

                                                （予算３，４４５千円） 

 

 

 

 

 

 

 

学校応援団やゲストティーチャーなど、地域住民が学校を支援する取り組みと学校を核として 

地域コミュニティの活性化を図る取り組みを地域学校協働活動と称し、その活動を推進し充実を 

図ります。 

                                                      （予算４３３千円） 

 

 

 

基本目標Ⅳ 家家庭庭・・地地域域のの教教育育力力のの向向上上  

家庭・地域の教育力の向上のため、地域教育支援体制の充実を図り、放課後の児童への学習支援を行

います。また、地域学校協働活動の推進・充実に努めます。 

 

１ 家庭教育支援体制の充実  

２ 放課後の児童への学習支援  

３ 地域学校協働活動の推進・充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「やる気アップデー（毎月第一日曜日）」の充実 

◆家庭啓発パンフレット「のびよ！毛呂山っ子」等による家庭教育の習慣化を推進  

                                  （担当：学校教育課） 

◆中学校区を単位とした「学校運営協議会」の開催 

◆学校と地域住民の連絡調整を担う「地域学校協働活動推進員」の配置 

◆地域学校協働活動の支援（学校応援団やゲストティーチャーなど） 

◆地域学校協働活動の拠点となるコミュニティ・ルームの設置 

（担当：学校教育課・生涯学習課） 

◆小学校の余裕教室にて行う「放課後学習教室」の開催 

（担当：生涯学習課）            
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社会の変化に対応し、関係部署や団体等と連携し、生涯学習体制の整備・充実に努めます。 

                                （予算１０，２１０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

町民が、心身ともに健康的な生活を送れるように、いつでも必要な時に自由に学ぶことのできる 

場所や機会の提供を行い、町民の学習活動を支援します。また、これまで以上に学習機会の提供に 

努め、町民の学習活動を支援します。 

                                 （予算１，６６１千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習成果の発表機会を提供するにとどまらず、学習成果を地域に還元できる仕組みづくりを 

進めます。 

                                 （予算１，１９０千円） 

 

 

基本目標Ⅴ 

 

生生涯涯をを通通ししたた多多様様なな学学習習活活動動のの振振興興  

生涯学習推進体制の整備・充実を図り、学習機会の提供と学習活動の支援に努め、人材育成と学習成果

の地域還元の仕組みづくりを進めます。また、青少年育成活動や人権教育を推進します。 

 

１ 生涯学習推進体制の整備・充実  

２ 学習機会の提供と学習活動の支援 

３ 人材の育成と学習成果の地域還元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆社会教育委員会議の開催 

◆町ホームページ等での学習情報提供の充実             

◆近隣の大学などとの協働による「こども大学にしいるま」の開催 

                    （担当：生涯学習課・公民館・図書館・歴史民俗資料館） 

◆芸能音楽祭の開催     

◆公民館まつり・ふれあい文化祭の開催  

◆地域学校協働活動における人材活用  

◆ボランティア人材バンクの登録推進と有効活用  

 

                      （担当：生涯学習課・公民館・歴史民俗資料館） 

◆児童生徒の保護者等を対象とした「親の学習講座」の開催  

◆心豊かな生活を送ることを目的とした「いきいき大学もろやま」の開催  

◆社会教育施設の維持・管理 

◆電子図書館の維持・管理 

                    （担当：生涯学習課・公民館・図書館・歴史民俗資料館） 
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従来からの各種団体による青少年活動への支援に加え、インターネット上の有害情報への対応 

  などに取り組みます。 

                                 （予算１，０６３千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権に関わる学習を推進し、人権意識を高め、差別や偏見のない社会を目指します。 

 

                                   （予算３６２千円） 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

４ 地域ぐるみでの青少年育成活動の推進 

５ 人権教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆青少年育成団体の支援     

◆彩の国２１世紀郷土かるた大会の開催 

◆インターネットの危険性の啓発 

                                    （担当：生涯学習課） 

◆人権教育指導者養成研修事業の開催     

◆生涯学習人権教育講座の開催 

◆人権教育推進協議会の支援        

                                    （担当：生涯学習課） 
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   毛呂山町スポーツ協会等スポーツ団体との連携を図るとともに、スポーツ推進委員等指導者の資

質向上のため、研修会への参加を促進します。また、町民のスポーツ活動の機会を支える指導者、 

協力者の発掘・育成・活用に努めます。    

             （予算２，６２７千円） 

 

 

 

 

 

 

   利用者が安心して利用でき、気軽にスポーツに親しめるよう、指定管理者と連携し、スポーツ・

レクリエーション施設の計画的な維持・改修及び利用促進に努めます。 

（予算４３，５７６千円） 

 

基本目標Ⅵ 生生涯涯ススポポーーツツのの振振興興  

健康の保持・増進や体力づくり、さらにはコミュニティ意識の醸成のため、誰もが楽しく参加できるよ

うなイベントやスポーツをする機会の提供に努めます。 

３ 体育施設の整備と利用促進  

１ 生涯スポーツの普及促進  

２ スポーツ団体・人材の育成と活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆スポーツフェスタもろやま 

◆軽スポーツ大会・教室 

◆町内バレーボール大会 

◆名球会メモリアルカップ少年野球大会 

◆屋外遊具貸出事業                      

 （担当：生涯学習課） 

                      

スポーツを通して町民の健康及び健康意識の増進を図り、誰もが気軽に参加できる場してスポー

ツフェスタもろやまや、身近で気軽にスポーツを楽しむことができる軽スポーツ大会等を開催し、

生涯スポーツの普及促進に努めます。また、健幸づくりのまちの推進を図るため、運動機会の提供

に努めます。 

                                                         （予算２，０２８千円） 

◆毛呂山総合公園及び毛呂山町体育施設管理運営委託 

                （担当：生涯学習課） 

◆各種スポーツ団体等への補助 

◆指導者の資質向上 

（担当：生涯学習課）                      
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収蔵資料を適切に後世に伝え、活用できるよう整備し、展示事業をはじめ、体験学習会など 

様々な学習機会を提供します。また、当館ボランティアによる学習活動を支援し、ボランティ 

アとの協働事業を進めます。                   

 （予算５，３００千円） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

先人から受け継がれてきた郷土の文化資源について学ぶ機会を創出し、学校教育との連携に 

より、児童生徒の郷土理解と郷土愛の醸成に努めます。 

 

 

  

 

  

基本目標Ⅶ 歴史・文化の継承と郷土を愛する心の育成  

先人から受け継がれてきた有形・無形の文化財を保存活用し、文化財保護の啓発に努めます。 

町の歴史・文化の情報拠点である歴史民俗資料館が学習機会を提供し、学校教育と連携した効果的な

郷土学習の支援を行い、児童生徒の郷土愛を育てます。また、国指定史跡鎌倉街道上道の保存活用事業

を進めます。 

１ 文化財の保存及び活用の推進  

２ 歴史民俗資料館による学習機会の提供と学習活動の支援  

３ 郷土を理解する教育の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

  

 

 

 

 

◆文化財調査及び景観保全事業の実施 

◆埋蔵文化財の調査                              

◆流鏑馬の調査研究及び流鏑馬伝承調査報告書を活用した普及事業の実施 

◆無形民俗文化財の保存継承に対する支援                       （担当：歴史民俗資料館） 

先人から受け継がれてきた貴重な文化遺産が滅失しないよう、文化財の調査や普及事業、景観 

保全事業を行い、文化財保護の啓発に努めます。また、出雲伊波比神社のやぶさめ等の無形民俗 

文化財の価値を住民に発信し、伝統文化の保存継承を支援します。  

（予算１３，２６２千円） 

                                  

◆鎌倉街道上道・毛呂季光・流鏑馬などの文化資源を活用した郷土学習の支援 

◆社会科研究展、社会科研究発表会の充実            （担当：歴史民俗資料館） 

◆収蔵資料の整備 

◆特別展・鎌倉街道上道ガイダンス等の展示活動 

◆講座・体験学習会の開催                   

◆資料館サポーターやサークルと連携した協働事業の実施     （担当：歴史民俗資料館） 
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国指定史跡鎌倉街道上道について、適切な保存・管理及び効果的な整備・活用の中長期的な 

方針を定める保存活用計画を策定します。また、史跡の価値の普及啓発事業を町民との協働に 

より行い、さらに公有化に向けた準備を進めます。                      

（予算１，４５３千円） 

  

４ 鎌倉街道上道及び周辺文化財群の保存活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

  

  

 

 

 

◆鎌倉街道上道保存活用計画の策定 

◆ボランティアガイドによる史跡ガイド実施 

◆「鎌倉街道と古墳の森」保存活用事業の実施 

◆史跡公有化に向けた調査                   （担当：歴史民俗資料館） 
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